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銀座六丁目１０地区における都市再生特別地区の提案に関するお知らせ 

 

 

  当社子会社である株式会社大丸松坂屋百貨店は、銀座六丁目地区市街地再開発準備組合

に参加し、松坂屋銀座店を含む２街区の一体的な再開発の検討を進めてまいりました。 

本日、銀座六丁目地区市街地再開発準備組合は、東京都に対し、東京都中央区銀座六丁

目１０番、１１番における再開発を目的とし、都市再生特別措置法第３７条第１項に定め

る都市再生特別地区の都市計画決定の提案を行いましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．計画の概要     

計 画 地 東京都中央区銀座六丁目１０番、１１番 

計 画 地 の 都 市 計 画 等 
商業地域、機能更新型高度利用地区、街並み誘導型地区計画、 

都市再生緊急整備地域 

 指 定 容 積 率 ８００％（１０番）、７００％（１１番） 

 指 定 建 ぺ い 率 ８０％ 

都市再生特別地区の区域面積 約１．４ヘクタール 

計 画 容 積 率 約１，３６０％ 

敷 地 面 積 約９，０８０㎡ 

延 床 面 積 約１４７，５００㎡ 

主 要 用 途 店舗、事務所、多目的ホール、地域冷暖房施設、駐車場等 

計

画

諸

元 階 数 ・ 高 さ 地上１２階・地下６階／約６６ｍ（建築法上の高さ約５６ｍ） 

事 業 手 法 第一種市街地再開発事業 
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２．都市再生への貢献の概要 

○ 国際的な商業・観光拠点の形成。 

観光バスが利用可能なバス乗降スペース、それに隣接する形でインフォメーシ

ョン機能や休憩スペース等を持つ「（仮称）銀座観光ステーション」を整備。 

○ 安全・快適な歩行者ネットワークの拡充。 

三原通り界隈へとつながる新たな歩行者動線「（仮称）銀座パサージュ」の創出、

地下鉄銀座駅周辺につながる地下通路の整備によるバリアフリー動線を新設、

公共駐輪場の整備等。 

○ 防災性・防災支援機能の向上。 

災害時に応急対策活動の場となる耐震安全性の高い建物を建築。 

また、同建物内に帰宅困難者の一時受入施設等も整備。 

○ 緑と潤いの創出と環境負荷の低減。 

地域に開かれた屋上庭園「（仮称）銀座ガーデン」を整備、先進的な環境負荷低

減等への取り組み。 

 

３．スケジュール 

○ 平成２３年１２月に東京都による都市計画の決定（予定）。 

○ 平成２５年に計画地内の建物解体着工（予定）。 

○ 平成２９年に再開発建物竣工（予定）。 

 

 

（ご参考）計画地の範囲                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以  上 
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